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〔編集後記〕 
o 4年の任期を終えた萩原教授の後任として， 49巻
以降の本誌の編集幹事の仕事を引き受けました。千葉医
学会雑誌の raisond'etreを肯定するならば，誰かが務
めを果さなければならないポストだと考えます。編集委
員の方々と協力して，本誌をより良いものにして行きた
いと思います。投稿規定を整え，雑誌の発行を軌道にの
せても，雑誌の質を向上させて行くためには，投稿の権
利を保有している会員の方々の協力がなければなりませ
ん。本誌には， 総説， 展望， その他の欄がありますか
ら，会員の方々からの積極的な投稿を期待しておりま
す。国際的な一流誌に論文を投稿して見ることも必要で
すが，千葉医学会誌にも投稿して頂きたいものです。論
文の価値は掲載される雑誌にはかかわらないはずです0 
o 49巻 l号， および 2号の投稿原稿を手にして強く
感じたことは，原著の表や図の書き方とそれらにつけら
れた標題の不完全さです。投稿者は引用文献として，内
外の論文を少なからず読んでるはずですからそれらに盛
られている表，図も当然見ていることでしょう。にもか
かわらず不完全なものが多いのはどうしたことでしょう
か。編集業務を円滑に進めるためにも，論文作製の際，
より細かい注意を払うよう投稿者に望みます。
く> 昨年の 12月 15日の編集委員会で「話題」という欄
をもうけることがきまりました。長さは医学会の原稿用
紙で 7枚以内ですから，従来の iKurzfassenJよりはス
ペースがあります。この号では，村山教授に国際薬理学
会の話題をまとめて書いて頂きました。医学のそれぞれ
の領域で新しい話題があると思いますので，提供して頂
きたいと思います。
「症例」の欄も今後推進して行きたいと思います。原
稿の長さは， 図表をふくめて 14枚程度， 刷り上がり 4
ページです。これは必ずしも十分なスペースではないで
しょうが，定められたスペースにどのような内容を盛る
かは投稿者の力量でしょう。
く〉 最近各教室主催で学外講師による特別講義ないし講
演が行なわれるようになりましたが，非会員講師による
講義，講演は「特別講義」の欄をもうけて当該教室名で
掲載することになりました。ただし経費は当該教室の負
担とします。(桑田次男)
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